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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

２
年
連
続

  

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

２
年
連
続

  

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

　

７
月
２５
日
、
小
泉
涼
花
さ
ん
が

村
役
場
を
訪
れ
、
全
国
高
校
総
合

体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の

柔
道
種
目
へ
２
年
連
続
で
出
場
す

る
こ
と
を
村
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

小
泉
さ
ん
は
小
学
２
年
生
か
ら

美
浦
柔
和
会
で
柔
道
を
始
め
、
中

学
３
年
生
で
全
国
大
会
に
出
場
。

高
校
で
は
２
年
連
続
で
県
大
会
を

制
し
、
茨
城
県
代
表
と
し
て
昨
年

に
引
き
続
き
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　

普
段
は
お
っ
と
り
し
て
い
て
、

の
ん
び
り
や
さ
ん
等
と
言
わ
れ
る

そ
う
で
す
が
、
柔
道
着
を
身
に
ま

と
う
と
さ
す
が
、
凛
々
し
い
表
情

で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　８月８日、美浦村建設業協会（伊藤孝司会長）で
は、村役場庁舎脇の国道１２５号線バイパス陸橋付
近の草刈を行いました。同協会に所属している事
業者から４０名以上の方が参加され、バイパス進入
路脇の急斜面や陸橋付近の擁護壁の生垣等、除草
作業が難しい場所の雑草を手際よくきれいに刈り
取ってくださいました。作業終盤には雨に見舞わ
れたの中での作業、大変お疲れさまでした。

　８月２日、応募いただいた村民ボランティアの
方々を含む総勢４３名で、道路の草刈清掃美化活動
を行いました。
　１１回目となる今回も、小・中学生や歩行者の安
全を確保するため、村役場東交差点付近の歩道に
張り出した雑草の除去・ゴミの清掃を行いました。
ご協力頂いたボランティアの皆さま、猛暑の中の
長時間にわたる作業、大変お疲れさまでした。
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推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ノ
ー
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レ
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ノ
ー
ゲ
ー
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推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
１９
日
、
中
央
公
民
館
で
「
第
４
回
美
浦
村
ノ
ー
テ
レ

ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
運
動
推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
も
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
、
昨
年
の
効
果
測
定

調
査
で
は
着
実
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

一
方
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
、
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
中
毒
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
も

少
な
か
ら
ず
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
恒
例
の「
親
子
で
考
え
る
標
語
」の
表
彰
を
行
っ

た
後
、
ス
マ
ホ
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
依
存
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
、
そ
の
背
景
分
析
と
問
題
提
起
に
よ
り
、
こ
の
社
会

現
象
の
危
険
性
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

【
親
子
で
考
え
る
標
語
審
査
結
果
】

　

最
優
秀
賞　

大
谷
小
学
校
１
年　

椎
名
一
斗
さ
ん

　

「
は
や
く
ね
て　

テ
レ
ビ
み
な
い
で　

ゆ
め
を
み
る
」

　

優　

秀　

賞　

木
原
小
学
校
６
年　

中
島
歩
夢
さ
ん

　

「
ノ
ー
テ
レ
ビ　

増
え
る
会
話
と　

家
族
の
笑
顔
」

　

優　

良　

賞　

美
浦
中
学
校
３
年　

國
分
竜
二
さ
ん

　

「
ス
マ
ホ
や
め　

家
族
で
並
ん
で　

食
事
会
」

　

優　

良　

賞　

安
中
小
学
校
５
年　

堀
越
ひ
な
た
さ
ん

　

「
テ
レ
ビ
消
し　

会
話
が
は
ず
む　

ば
ん
ご
は
ん
」

小泉涼花さん（土屋）小泉涼花さん（土屋）

最優秀賞の椎名一斗さん最優秀賞の椎名一斗さん

美浦村建設業協会で
　　　草刈りボランティア
美浦村建設業協会で
　　　草刈りボランティア

村民ボランティアによる
　　　道路草刈清掃作業
村民ボランティアによる
　　　道路草刈清掃作業

水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）・

高
齢
者
肺
炎
球
菌
が
定
期

予
防
接
種
と
な
り
ま
す
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国民年金

国民健康保険

村　長　賞　土浦老人クラブ

教 育 長 賞　牛込根本太陽クラブ

議　長　賞　馬見山花の会

区長会長賞　上舟子老人会

厚生文教委員長賞　信太みどりの会

総務部長賞　大須賀津神明クラブ

努　力　賞　フラワーガーデン大山、山内老人
　花の会、馬掛老人会花壇、茂呂地区、美浦村
　農産品直売協議会（順不同）

【コンクール結果】

　７月２９日、村中央公民館において「第１５回美浦
村花いっぱい運動コンクール」の表彰式が行われ
ました。各賞のうち、村長賞受賞の「土浦老人ク
ラブ」、教育長賞受賞の「牛込根本太陽クラブ」が、
「第４２回花と緑の環境美化コンクール」（大好きい
ばらき県民会議等主催）へ推薦されました。皆さ
んも、地域や職場で花いっぱい運動に取り組んで
みてはいかがでしょうか。

　８月９日、中央公民館にて、美浦の女性活動を
未来に繋ぐ会・「結」主催の「平和を願う朗読会」
が開催され、会場は満席となって急きょ補助席が
用意されるほどの盛況をみせました。
　読み手にフリーアナウンサーの加奈さんを迎え、
峠三吉作「原爆詩集」、阿見町予科練平和記念館に
寄稿されている「特攻隊遺稿集」、ユダヤ人迫害を
題材にした「ショールの女」、沖縄の小学生安里有
生さんの詩を長谷川義史さんが絵本にした「へい
わってすてきだね」が朗読されました。
　会場を訪れた皆さんは、加奈さんの朗読に耳を
傾けながら、戦争の悲惨さや平和について思いを
はせているようでした。

優　勝：一の宮　準優勝：下舟子

最優秀選手　木鉛卓資さん（一の宮）
優 秀 選 手　塚田剛史さん（下舟子）

第４１回地区対抗野球大会第４１回地区対抗野球大会

平和を願う朗読会開催平和を願う朗読会開催

【大会結果】

《男子》優　勝　石沢　正さん
　　　　準優勝　高松幸一郎さん
　　　　第３位　石井勝正さん

《女子》優　勝　中根京子さん
　　　　準優勝　藤田佳子さん
　　　　第３位　細谷たか子さん

美浦村民グランドゴルフ大会美浦村民グランドゴルフ大会
７/８　光と風の丘公園多目的広場

７/２０　光と風の丘公園野球場

　７月２５日、中央公民館において、稲敷地域女性
農業士会と同農業改良普及センターによる「いな
しき食農交流ミニフォーラム」が開かれました。
　ミニフォーラムでは、女性農業者１９人と村内の
小学生や保護者２７人が一緒になって地元の食材を
使って料理し、一緒に食事をしました。メニュー
は、旬の野菜と特産米「美浦そだち」の米粉でカレ
ールゥを作り「美浦そだち」のご飯にかけたカレー
ライスと、美浦村産そば粉入りのパンケーキ。
　食後には美浦村の農業や田んぼに関するクイズ
等も出題され、楽しいひとときとなりました。

いなしき食農交流
　　　　　ミニフォーラム
いなしき食農交流
　　　　　ミニフォーラム

美浦村花いっぱい運動
　　　　コンクール開催！
美浦村花いっぱい運動
　　　　コンクール開催！
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夏
の
風
物
燈
籠
流
し
父
も
来
て
る
か
草
の
影　
　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

耐
え
た
戦
後
の
な
い

く
生
活
孫
と
語
っ
た
夏
休
み　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

五
山
送
り
火
真
夏
の
夜
に
燃
え
る
『
大
』
の
字
京
の
盆　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

生
き
る
支
え
は
地
域
の
絆
夏
も
四
度
目
の
被
災
の
地　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

見
張
る
球
児
の
同
点
ヒ
ッ
ト
胸
が
高
鳴
る
夏
の
陣　
　
　
　
　
　
　

本
橋
清
湖

夏
の
夜
空
に
勝
負
を
賭
け
て
咲
か
す
花
火
師
雨
に
泣
く　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

帰
省
し
た
娘
と
一
夜
の
踊
り
絆
深
め
た
夏
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

勝
手
元
か
ら
涼
し
い
夏
の
音
が
弾
ん
だ
胡
瓜
揉
み　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

波
に
さ
ら
わ
れ
揺
ら
れ
て
気
ま
ま
海
を
旅
す
る
ゴ
ム
草
履　
　
　
　

石
戸
葎
華

四
季
の
草
花
綺
麗
に
咲
か
し
余
生
楽
し
く
土
い
じ
り　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

ス
タ
ー
マ
イ
ン
の
光
と
音
が
消
え
て
静
か
な
夏
の
月　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

磯
で
集
め
た
貝
が
ら
ビ
ン
に
詰
め
た
想
い
で
巡
る
夏　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

夏
の
水
や
り
節
約
自
慢
風
呂
の
残
り
湯
運
び
出
す　
　
　
　
　
　
　

木
村
幸
子

亡
父
が
来
た
よ
な
ざ
わ
め
く
草
に
迎
え
提
灯
盆
座
敷　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

辛
い
戦
争
忘
れ
ず
生
き
る
夏
は
先
祖
に
墓
参
り　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

浴
衣
着
て
い
る
彼
女
を
見
れ
ば
夏
が
知
ら
せ
る
恋
予
感　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

背
丈
延
び
た
る
夏
草
刈
ら
れ
風
が
通
る
よ
遊
歩
道　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

見
え
ぬ
風
に
も
飛
ば
さ
れ
根
ず
く
荒
野
元
気
な
草
ば
か
り　
　
　

関
根
ヒ
デ
子

雷
雨
突
然
大
地
を
揺
ら
す
夏
に
つ
き
も
の
困
り
も
の　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

心
天
と
か
く
つ
ま
ず
く
齢
と
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

千
年
も
つ
づ
け
こ
の
色
青
田
波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

敷
石
の
す
き
間
占
領
血
止
め
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

下
駄
箱
に
遠
き
思
ひ
出
山
登
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
洋
子

満
天
の
織
り
な
す
星
に
母
の
顔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

朝
露
に
き
ら
き
ら
光
る
稲
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

父
と
娘
の
並
び
て
打
て
り
盆
太
鼓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

散
歩
道
ぶ
つ
か
る
ほ
ど
の
ト
ン
ボ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

迎
え
盆
遺
影
の
母
は
丸
ま
げ
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

新
涼
の
起
き
て
す
ぐ
詠
む
一
句
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

譲
ら
れ
し
薄
も
の
譲
り
終
仕
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

朝
露
の
し
っ
と
り
光
る
百
花
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

み　

ほ　

文　

芸

八
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
夏
・
草｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

ち　

ち

こ

う

や

と
こ
ろ
て
ん

つ

い

し

た

く

ひ
ゃ
っ
か
え
ん

　８月３日、美浦中学校の生徒２８名が、福島県安達郡大玉村（災害時相互応援協定締結村）の安達太良地
区応急仮設住宅におもむいて、ボランティア活動を行いました。この活動は、青少年育成美浦村民会議
（葉梨輝夫会長）主催の青少年育成事業の一環として実施されたもので、当日は猛暑の中の活動となり、
ボランティアに参加された皆さんは体調に気を使いながらも、一生懸命雑草の除去作業をしていました。
　また、支援物資として「みほ絵てがみ同好会『彩』」の会員が心を込めて制作した絵てがみを贈呈。仮設
住宅で避難生活をしている高齢者の方に、生徒たちから直接手渡されました。
　活動後は、福島県産の農畜産物を使用した料理を試食。原発事故に係る風評的被害に苦しむ中で、生
産者と自治体が行っている安全確保に向けた取り組み等の説明を受け、その安全性を確認。とても美味
しい昼食をいただきました。参加した皆さんは大震災の現状を身近に感じ、貴重な経験となりました。

ち　

ど

な　

い

こ

と
し

　美浦村の明るく元気な中学生と交流す
ることができ、大変有意義な時間を過ご
すことができました。
　原発事故後、福島県双葉郡富岡町から
大玉村に避難して、４回目の夏を迎えま
した。多くの町民がふるさとへ戻り生活
することを望んでいますが、眼に見えぬ
放射能の不安等により、その道のりは長
く困難なものと思われ、望みをつなぐ気
力を失いかけておりましたが、心温まる
絵手紙をいただきまして、住民のみんな
に活力を与えていただきました。
　美浦村の中学生の皆さん、みほ絵てが
み同好会「彩」の皆さん、本当にありがと
うございました。　《自治会長鎌田光利》

仮設住宅自治会長さんから
お礼の手紙をいただきました

美浦中学校生徒が福島で
　　　　　復興支援ボランティア活動をしました！
美浦中学校生徒が福島で
　　　　　復興支援ボランティア活動をしました！介護保険

認知症予防のためのアドバイス

認知症は早期診断・早期治療が大切

　認知症サポーターは、何か特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、認知症の方や
その家族を温かく見守る応援者です。受講料は無料で、修了者には認知症サポーターの目印であるオレン
ジリングをお渡しします。また、ご希望の会場で講座を行いますので、受講を希望される方または団体は、
役場福祉介護課内の地域包括支援センター☎８８５－０３４０（内線１１３・１３２）までご連絡ください。

認知症サポーター養成講座（出前講座を行っています）

臨時福祉給付金
・子育て世帯臨
時特例給付金の
申請はお済みで
すか？
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